
弊社では、運送・倉庫・整備・人材派遣・製造請負・飲食と多種の事業を展開しているため
各職場における”危険有害性情報”の種類も多岐にわたる。
しかし、どんな職場であっても危険因子は存在する為、従業員の安全を守る為の活動は、
全ての部署において意識を持って取り組むべきである。

そこで、安全衛生委員会の事務局にて、10月の「全国労働衛生週間」に則り、全社を巻き込んたイベントを企画。
イベント告知を行うため、ポスターを作成し、全社へメール配信および各拠点へ掲示。
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１ヶ月のコンクール期間終了後、結果集計。
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社内全体で「安全活動コンクール」を開催 
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提出件数 

10月は「改善提案※」の

提出件数が大幅増加。 

 

全体の57％（36件）が、

安全衛生に関する内容

で、全社での危険個所

の見える化と改善の推進

を行うことができました。 

 

※社内で行っている業

務改善推進の制度 

後日、優良改善の提案

者の表彰を行いました。 

全従業員の安全意識向

上に繋がるよう、今後も

継続的に活動を行って

いきます。 

提出された安全衛生に関する「改善提案」（一部） 


